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「ウェルビーイング」に、
なぜ 「品質マネジメント」なのか？
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行政事業のマネジメントにおける既往アプローチ

• 政策評価制度（総務省）
• 効果的・効率的な行政の推進と国民への説明責任を果たすために制定
→事業担当者へのフィードバックが難しい

• 政策・施策・事務事業単位では大きすぎる、予算以外の重要な管理事項がある 等

• データヘルス計画（厚生労働省保険局）
• レセプト・特定健診のNDBに基づくPDCAサイクルの実践
→健康づくり事業に関する効果分析は今後の課題

• 自治体の健康づくり事業の現状調査（大曽ら，2020，日本公衛誌）
• 啓発型事業等は多いが、PDCAサイクルに基づく改善が十分でない
→PDCAサイクルの実践を支援する必要
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健康づくり事業に関して、評価を含めたPDCAサイクルを回す実践的手法が必要



研究概要

• 研究目的
• 地域での健康づくり事業について、自治体担当部署が実践可能なプロセス管理
手法を構築

• 実際の健康づくり啓発事業に後ろ向きに適用して、手法の有用性を考察

• アプローチ 既往のプロセス管理標準設計の方法論（加藤ら，2015，品質）を援用
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（１）目標の展開

（２）プロセスの展開

（３）目標とプロセス
の関係の把握

（４）チェックポイント
（業務遂行上の留意点）の抽出

インプット アウトプット



プロセス管理手法の全体像（イメージ）

CONFIDENTIAL 5

大分類 中分類 小分類 細分類
関係する

様式

分
類
※

目標No.1（イベントの啓発内容を多くの県民に伝達できている）を
達成するためのチェックポイント

分
類
※

目標No.4（県民の生活習慣の改善意欲を向上できている）を
達成するためのチェックポイント

分
類
※

目標No.9（健康課題に対応する知識を伝達する機会を提供できている）を
達成するためのチェックポイント

実行計画 実行計画のための情報収集 事業方針の検討 事業実施方針の検討 引継書 ▲ 参加者数に関わる事業の改善の必要性を検討 ▲ 健康意識の高揚に関わる事業の改善の必要性を検討

予算編成条件の把握 予算編成方針の設定 財政課勉強会資料 ▲ 予算上の制約を考慮した健康意識高揚の手段の検討・協議・方針決定

参考情報の収集 事業の実績の把握 引継書 ▲ 参加者数の実績を記載 ▲ 健康意識の高揚に関わる実績を記載 ▲ 教育機会（講演・体験・計測など）の提供実績を記載

事業の運営状況の把握 引継書 ▲ 参加者数に関わる運営上の工夫点を記載 ▲ 健康意識の高揚に関わる運営上の工夫点を記載 ▲ 教育機会（講演・体験・計測など）の設定の工夫点を記載

実行計画の立案 事業の設計 目標設定に基づく事業計画の立案 引継書 ▲ 参加者数の目標達成方法を検討して計画を立案 ▲ 健康意識の高揚の手段を検討して計画を立案 ▲ 教育機会（講演・体験・計測など）の設定に関する改善の必要性を検討して計画に反映

事業計画の共有 引継書 ▲ 教育機会（講演・体験・計測など）に関する改善の必要性を関係団体と共有

効果測定のための調査方針の設定 引継書 ▽ 過去の調査方法の引継ぎ（参加者数） ▽ 過去の調査方法の引継ぎ（健康意識） ▽ 過去の調査方法の引継ぎ（教育機会）

実行計画のレビュー 事業計画の決定事項のまとめ 実施要領（目的・方法）の作成・承認 実施要領 ▲ 効果向上のための検討結果を反映した実施要領作成・決裁

準備 準備内容の調整 周知 出展関係者向け事前通知準備 開催通知（団体向け） ▲ 出展に期待する内容（県民の健康意識の高揚）を明示した出展募集資料の作成 ▲ 啓発すべき健康課題に対応可能な関係団体のリスト作成

出展関係者向け事前通知 開催通知（団体向け） ▲ 出展に期待する内容（県民の健康意識の高揚）を明示した出展の募集 ▲ 啓発すべき健康課題に対応可能な関係団体への通知（協力依頼）

関係団体への周知用媒体配布数の確認 団体関係者への周知依頼文 ▲ 関係団体から対象者へのアプローチ依頼

周知用媒体作成 周知用媒体 ▲ 関係団体から配布する内容の工夫・作成

事前調整 委託業務の検討 委託業務内容の文書作成・方針決定 仕様書 ▲ 参加者数に関わる検討結果を反映した仕様書作成・決裁 ▲ 運営上の工夫の提案を求めることを記載した仕様書作成・決裁 ▲ 効果的な教育機会の提案を求めることを記載した仕様書作成・決裁

委託先の検討 委託先決定手続き 審査用様式 ▲ 参加者数に関わる提案内容に加点する審査項目の設定 ▲ 効果的に啓発する提案内容に加点する審査項目の設定

準備の実施 広報 広報用媒体の作成 チラシ・ポスター ▲ 参加意欲を高める内容・デザインを検討 ▲ 健康意識の高揚に役立つ広報用媒体の作成 ▲ 広報媒体への掲載情報と啓発内容の対応を検討

広報用媒体配布準備 チラシ・ポスター ▲ ターゲット年齢層に配布可能な組織への周知依頼

大分類 中分類 小分類 細分類
備考

（事例とした啓発イベントで対応する業務）

実行計画 実行計画のための情報収集 事業方針の検討 前年度の評価結果の確認

事業実施方針の検討 予算要求に向けた課内打ち合わせ

予算編成条件の把握 予算編成方針の設定 財政課による予算編成方針の策定

予算上の制約の確認（予算情報の把握） 財政課勉強会

参考情報の収集 事業の実績の把握 事務引き継ぎ（実績、次年度実施計画概要引き継ぎ）

事業の運営状況の把握 前年度の実施結果の振り返り

実行計画の立案 事業の設計 目標設定に基づく事業計画の立案 次年度事業の設計（運営関係）

事業計画の共有 次年度事業の設計（出展関係）

効果測定のための調査方針の設定 次年度の調査実施検討

予算案の作成 予算の積算資料収集 委託費等の見積もり依頼

予算資料作成 予算要求（積算資料作成）

予算要求方針の決定 予算要求（予算資料課内説明、決裁）

実行計画のレビュー 予算案の査定 予算要求資料説明 予算要求（財政課ヒアリング）

予算の審議 予算の確保 予算内示

予算の確定

事業計画の決定事項のまとめ 実施要領（目的・方法）の作成・承認 実施要領の作成・承認

準備 準備内容の調整 周知 出展関係者向け事前通知準備 各団体への開催案内作成

出展関係者向け事前通知 各団体への開催案内通知

RE-AIM区分 内容 目　標 　対象事業における指標例

人口カバーの割合
イベントの啓発内容を多くの県民に伝

達できている
参加人数／人口

認知の割合 対象者に啓発内容を伝達できている 広報実施人数／人口

行動の割合
健康増進に関するプログラム参加者数

の目標を達成できている
各出展の参加数／目標数

主要アウトカム
県民の生活習慣改善意欲を向上できて

いる
生活習慣改善意欲が向上した人数／

参加人数

副次アウトカム
イベント実施に伴う経済波及効果を向

上できている
経済波及効果

行政区
対象地域の住民に必要な啓発を実施で

きている
出展内容に関与・参加者居住市町村数

／全市町村

組織
啓発内容に対応できる出展団体と連
携・協働して事業を実施できている

出展団体数（組織の種類別）

イベ 情報を対象者 向け 伝達

Reach
【到達度】

Efficacy/
Effectiveness
【有効性】

Adoption
【採用度】 (2)プロセスの展開

(4)チェックポイントの導出

(1)目標の展開

▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲▽ ▲▽ ▲▽

▲ ▲

▲ ▲▽ ▲▽

▽ ▽ ▽

▽ ▽ ▽

(3)目標とプロセス
の関係の把握



対象事例：健康づくり啓発事業
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 県主催

 来場者 約8,000人

 出展ブース 約70件

 ウォーキングイベントなど実施

 参加者数・出展数で評価・報告

 2018年度に調査業務を実施

 対象とした理由

 単日イベントであることから、業務内容

の全貌を把握しやすい

 実務上の課題として、県民の健康意識

の高揚という事業目標に照らして、既存

の評価（参加者数、出展数）で十分なの

か？などが挙げられていた



（１）目標の展開：品質機能展開

• 品質表（品質機能展開のツール）
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①
要
求
品
質

②品質特性

③要求品質と品質
特性の対応関係

⑤品質特性重要度（算出）

④
要
求
品
質
重
要
度
（
設
定
）

日本品質管理学会規格新製品・新サービス開発管理の指針（2019）

品質表の例：硬式テニスラケット



（１）目標の展開

• 公衆衛生事業における評価枠組みを適用
• 観点：RE-AIM（Glasgow et al,1999, Journal of Public Health）
• 内容：PAIREM（重松ら，2016，運動疫学研究）
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観点 内容 項目

Reach
（到達）

対象集団のうち、どれほどの人間に介入が到達したか、参加者の
代表性はどうか

１ 人口カバーの割合
２ 認知の割合
３ 行動の割合

Efficacy/Effectiveness
（効果）

介入の到達した個人ではどれほどアウトカムやQOLが改善された
か

１ 主要アウトカム
２ 副次アウトカム

Adoption
（採用）

介入実施者（集団・組織）や実施環境の特徴（介入実施参加率含）
や代表性はどうか

１ 行政区
２ 組織

Implementation
（実施）

プログラムの構成要素や担当したスタッフなどによって実施に違い
は見られなかったか（どれだけプロトコルを遵守できたか）

１ 情報提供
２ 教育機会
３ サポート環境

Maintenance
（継続）

個人レベル：長期的に効果は持続したか
組織・環境レベル：実施した介入・プログラムは継続されたか

１ 採用の継続
２ 効果の継続



（２）プロセスの展開：業務機能展開

• 事業プロセスを構成する業務機能を把握する必要
• 医療業務における業務機能展開（下野ら，2014，品質）を援用
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③構造化された業務機能の抽出
（観点に従った業務機能展開）

①現実のプロセスの
可視化

1st Deployment
2nd Deployment

3rd Deployment 4th Deployment
②業務機能展開のため

の観点の抽出

現実のプロセス

フロー形式でプロセス可視化

関係プレイヤ

業
務
の
流
れ



Reach
【到達度】

Efficacy/Effectiveness
【有効性】

Implementation
【実施精度】

人口カバーの割合 主要アウトカム 教育機会

参加人数／人口
健康意識の改善人数／参加人
数

健康課題別出展数、各出展参
加者数／目標参加者数

参加者の維持・増加につな
がる工夫に関係するもの

来場者の健康意識の高揚に
つながる工夫に関係するも
の

効果的な出展（講演会・体験
会・運動教室等）につながる
工夫に関係するもの

1 事業方針の検討 ▲ ▲

2 予算編成条件の把握 ▲

3 参考情報の収集 ▲ ▲ ▲

4 事業の設計 🔶🔶 🔶🔶 🔶🔶

5 予算案の作成

6 予算案の査定

7 予算の審議

8 事業計画の決定事項のまとめ ▲

9 周知 ▲ ▲ ▲

10 委託業務の検討 ▲ ▲ ▲

委託先 検討 ▲ ▲

小分類

（３）目標とプロセスの関係の把握
• 各目標に対し、目標の作り込みと測定に関わるプロセスを抽出
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▲：目標達成に関わると
みられるプロセス
▽：目標の測定に関わる

とみらえるプロセス

◆：目標達成と測定の双

方に関わるとみられるプ
ロセス



（４）チェックポイントの抽出（イメージ）

• 目標との関連プロセスにおいて、業務上の留意事項（チェックポイント）を
抽出
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指標の運用例：生活習慣改善意欲の向上効果

• 指標：主要アウトカム
• 改善意欲が向上した人数/来場者数

• 調査内容
「フェスタ来場をきっかけに生活習慣を改善
したいと思うか？」
• 行動変容理論に基づく選択肢
改善するつもりはない/改善するつもりである/既に改善に取り組んでいる

→他事業（特定健診事業）との比較や経年
変化の把握により、評価が可能
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特定健診事業との比較

0%

20%

40%

60%

80%

100%

特定健診

受診者

ﾌｪｽﾀ来場者

運動改善

ﾌｪｽﾀ来場者

食事改善

既に改善に
取り組んでいる

改善する
つもりである

改善する
つもりはない

**

**



• 主催者、出展者、来場者むけの調査を実施
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同啓発イベントにおける評価例

堀内ら，保健師ジャーナル，2020 兵法ら，LCA，2020

産業連関分析による経済波及効果工数・費用



プロセス管理手法の有用性

• 事業担当者からのコメント
「従来、参加者数と出展数のみで評価していた事業に関して、他の評価指標が把握
できたのはよい」

「前年度までの知見を、着実に次年度の事業に反映できる」

「従来の引継は体系的でなかったため、初期段階で情報がまとまっているのは良い」
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事業担当者にとって、抽出したチェックポイントは、事業目的の達成にむけて
効果的かつ円滑な業務遂行に有益な情報といえる



まとめ
• 自治体による健康づくり事業におけるPDCAサイクルの実践のためのプロ
セス管理手法を構築し、実際の健康づくり啓発事業に後ろ向きに適用

• 本研究で抽出されたチェックポイントは、自治体担当部署が事業目標達
成のための実施事項や留意点を具体的に示すもの

• 自治体事業において、構築したプロセス管理手法が、事業担当者による
PDCAサイクルの実践に貢献できることを示唆

• 今後、チェックポイントの運用方法の検討を通して、前向きな適用に耐え
うる手法となるようブラッシュアップを進める必要
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